
倉
掛
夏
目
を
管
轄
す
る
井
原

分
団
第
３
部
は
、
定
例
試
運
転

の
た
め
２
月
７
日
午
前
９
時
、

井
原
大
橋
上
手
へ
。
現
地
到
着

後
、
さ
っ
そ
く
和
原
賢
一
部
長

の
指
揮
で
、
放
水
訓
練
に
入
っ

た
（
写
真
右
下
）
。

最
初
に
可
搬
式
小
型
動
力
ポ

ン
プ
を
導
流
堤
へ
運
び
、
約
３

ｍ
下
を
流
れ
る
小
田
川
へ
吸
管

を
下
ろ
し
、
消
火
栓
用
20
ｍ
ホ

ー
ス
４
本
の
劣
化
試
験
を
兼
ね

て
延
長
。
続
い
て
手
旗
信
号
や

無
線
機
で
情
報
を
伝
え
エ
ン
ジ

ン
を
始
動
し
、
堤
防
か
ら
放
水

す
る
と
と
も
に
、
機
械
器
具
の

点
検
を
行
い
こ
の
日
の
試
運
転

を
終
え
た
。
そ
の
後
、
機
庫
へ

戻
り
、
集
合
写
真
を
撮
っ
た
。

地
域
の
安
全
確
保
に
有
効
と

さ
れ
、
各
地
で
年
々
増
加
し
て

い
る
防
犯
カ
メ
ラ
が
、
倉
掛
公

園
に
も
設
置
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
。

同
公
園
は
場
所
的
に
良
い
こ

と
も
あ
っ
て
利
用
者
が
多
い
。

し
か
し
、
住
民
の
間
で
「
マ
ナ

ー
の
悪
さ
も
目
立
つ
」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
、
先
日
は
焚
火

を
し
て
い
る
の
を
見
た
人
も
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
井
原
市
協

働
推
進
課
へ
安
全
安
心
地
域
活

動
活
性
化
支
援
事
業
補
助
金
交

付
申
請
書
（
限
度
額
20
万
円
）

に
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算

書
、
設
置
見
積
書
、
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
係
る
警
察
署
長
意
見

書
、
地
図
等
を
添
え
て
提
出

し
、
目
的
や
場
所
が
適
切
で
あ

れ
ば
設
置
に
至
る
。

一
方
、
公
共
下
水
道
整
備
に

伴
い
水
洗
化
さ
れ
、
そ
の
後
に

傾
い
た
同
公
園
の
ト
イ
レ
＝
写

真
上
＝
に
つ
い
て
、
住
民
か
ら

改
修
要
望
は
あ
る
も
の
の
、
実

施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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消防井原分団第３部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防

も
あ
っ
て
、
１
月
の
消
防
出
初
式
が
中
止

と
な
っ
た
井
原
市
消
防
団
…
。

部 長 和原 賢一（夏目）

副部長 田中 達也（倉掛）

副部長 片岡 憲一（倉掛）

会 計 井上 浩伸（夏目）

消防班長 立石浩四郎（夏目）

組 長 吉川 直輝（倉掛）

団 員 西山 喬士（夏目）

団 員 佃 信一郎（夏目）

団 員 中西 諒祐（夏目）

団 員 田中 利樹（倉掛）

団 員 三嶋 紀之（倉掛）

団 員 翁 良輔（夏目）

団 員 笠原 慶一（倉掛）

団 員 瀬川 隆治（倉掛）

団 員 妹尾 英哲（倉掛）

団 員 松井 淳（夏目）

団 員 丸山 裕二（倉掛）

団 員 瀬藤 慎二（倉掛）

団 員 増成 智也（夏目）

☆新入団員募集中

第 ３ 部 団 員 名 簿

郷
社
足
次
山
神
社
拝
殿
前
の
大
し
め

縄
を
毎
年
、
秋
祭
り
一
週
間
前
ご
ろ
に

奉
納
し
て
い
る
新
講
と
呼
ば
れ
て
い
る

組
織
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
講
員
も
減

少
し
て
倉
掛
夏
目
（
以
下
倉
夏
）
で
25

軒
。
そ
の
講
の
存
続
が
近
年
、
揺
れ
て

い
ま
す
。

大
し
め
縄
作
り
に
は
稲
わ
ら
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
倉
夏
周
辺
は
区
画

整
理
後
に
水
田
が
減
少
し
、
わ
ら
の
調

達
が
困
難
に
な
る
一
方
、
核
家
族
化
と

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
伝
統
神
事
へ
の
関

わ
り
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
徐
々
に
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

新
講
は
東
・
中
（
１
組
２
組
）
・
西

と
、
実
質
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
順
番
に
し
め
縄
作
り
や
当
番
祭
を

行
い
ま
す
。
倉
夏
が
交
互
に
担
当
す
る

区
当
番
は
、
数
組
の
自
治
会
が
協
力
し

て
神
楽
や
大
鳥
居
の
し
め
縄
の
奉
納
、

当
番
祭
な
ど
を
執
り
行
っ
て
お
り
、
役

割
こ
そ
違
う
も
の
の
、
神
社
の
運
営
に

関
わ
る
と
い
う
点
で
は
同
様
で
す
。

新
講
存
続
を
願
う
方
々
が
お
ら
れ
る

限
り
、
組
織
が
無
く
な
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
時
代
の
流
れ
が
答
え
を
左

右
し
そ
う
で
す
。

来
月
上
旬
、
新
講
存
続
及
び
組
織
再

編
成
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
が

つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ
ま
す
。
神
社
総

代
ら
を
含
む
関
係
者
約
40
人
が
出
席
し

て
協
議
す
る
予
定
で
す
が
、
方
向
性
は

見
え
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
次
山
神
社
広
報
部

郷 社足 次 山神 社

新講当番の昨今

倉
掛
公
園
に
防
犯
カ
メ
ラ

和原部長率いる井原分団

第 ３ 部

２

月

試

運

転

は

井
原
大
橋
上
手
で

傾
い
た
ト
イ
レ
は
…

倉掛山岳同好会では６月（期日未定）に

屋久島太鼓谷トレッキングを計画し、参加

者を募集しています。ご検討ください。

◇ ◇

６月（木）

井原(7:20)→福山鹿児島中央→鹿児島

港 宮之浦港(15:10)→屋久杉自然館→

屋久島（泊）

６月（金）

ホテル→白谷雲水峡入口…さつき吊橋…楠

川歩道…もののけの森…辻峠…太鼓橋…奉

行杉…二代大杉…弥生杉…白谷雲水峡入口

→屋久島(泊)

６月（土）

ホテル→宮之浦港 鹿児島港→観光→

鹿児島中央(14:35)福山→井原(18:30)

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

会費：113,100円 ※昼食・弁当・ガイド別

申込：つどえ～る（渡辺）へ。

その他：人員天候等で変更中止あり。

連絡先 090-7890-6299（渡辺）

090-2005-5265（山本）

チャレンジ屋久島

コロナ禍
影 響 大



郷
社
足
次
山
神
社
で
昨
年
12

月
27
日
、
倉
掛
夏
目
の
氏
子
ら

を
対
象
と
し
た
門
松
作
り
教
室

が
開
か
れ
た
。

神
社
総
代
立
石
泰
之
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
に
よ
り
行
わ
れ
た
も

の
。
夏
目
の
川
相
登
さ
ん
と
水

原
正
博
さ
ん
の
協
力
を
得
て
午

前
９
時
に
開
始
。
参
加
し
た
５

人
の
敬
神
会
員
ら
は
、
持
参
し

た
鉢
な
ど
の
大
き
さ
に
見
合
う

３
本
組
の
竹
や
松
竹
梅
な
ど
を

植
え
込
み
、
バ
ラ
ン
ス
や
色
合

い
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
約
１
時
間
半
で
仕
上
げ

た
。
最
後
に
拝
殿
前
で
記
念
撮

影
を
行
い
解
散
し
た
。

参
加
し
た
村
上
博
美
さ
ん
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
沈

み
が
ち
な
１
年
で
し
た
が
、
こ

れ
で
よ
い
年
が
迎
え
ら
れ
そ
う

で
す
」
と
話
し
て
い
た
。
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3/ 1～7 春季全国火災予防運動

3/ 6  郷社新講意見交換会

3/ 7  井原分団第３部試運転日

3/ 7  小田川河原草刈り＆焼却

3/12  井原中学校卒業式

3/13  倉掛自治連合会役員会

3/13  倉掛少年団育成会役員会

3/18  井原幼稚園卒園式

3/20  郷社足次山神社役員会

3/21  欅の杜の市（門田町大谷）

3/23  井原小学校卒業式

3/26  井原小＆井原中修了式

3/28  郷社一斉清掃＆春季大祭準備

午前８時～ ※倉夏地区民

4/ 4  井原分団第３部試運転日

4/ 4  郷社まつり

4/ 5  つどえ～る花見ウォーク

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

皆
さ
ん
、
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
（
重
症
熱
性
血
小
板

減
少
症
候
群
）
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
だ
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す
る
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
こ
と
で
す
。

特
に
西
日
本
に
多
く
生
息
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
盛
ん
な
春

か
ら
秋
に
多
く
の
発
生
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
自
体
は
、
以
前
か
ら

国
内
に
存
在
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
平
成
25
年

１
月
に
初
め
て
の
症

例
が
確
認
さ
れ
、
現

在
ま
で
に
全
国
で
は

25
都
府
県
で
５
６
６

例
の
症
例
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
（
令

和
２
年
10
月
９
日
現
在
）
広
島
県
に
つ
い
て

は

53
例
（
う
ち

11
例
で
死
亡
）
の
症
例
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
話
を
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
前
回
「
我
が
家
の
ペ
ッ

ト
」
で
紹
介
し
た
猫
の
「
ム
ギ
君
」
（
２
歳

10
カ
月
）
が
昨
年
の
10
月
に
虹
の
橋
を
渡
り

ま
し
た
。
い
つ
も
元
気
な
猫
が
、
あ
る
日
突

然
、
元
気
が
な
く
な
り
様
子
が
お
か
し
い
と

思
い
動
物
病
院
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。

「
熱
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
い
う
こ
と
で
検
査

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
原
因
が
分
か
ら

な
く
何
か
の
感
染
症
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
手
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
治
療
の
甲
斐
も
な
く
発
症
し
て
１
週

間
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
後
に

判
明
し
た
の
で
す
が
、
血
液
検
査
の
結
果
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
こ
の
身
近
な
場
所
で
も
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ

感
染
症
が
存
在
す
る
こ
と
に
非
常
に
驚
き
ま

し
た
。

Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
は
、
動
物
か
ら
動
物
、
そ
し
て

動
物
か
ら
人
、
人
か
ら
人
へ
と
分
泌
液
を
介

し
て
う
つ
る
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
す
べ

て
の
人
が
重
症
化
や
死
に
至
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
農
作
業
や
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
、
森
林
や
草
む
ら
藪
の
中
に

入
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
肌
の
露
出

の
少
な
い
服
装
や
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
を

使
用
し
て
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※つどえ～るカフェはコロナ禍

のため休止中です

※つどえ～る金曜朝市はコロナ

禍のため休止中です

郷社足次山神社で１月３０日午前９時より、厄除

け及び歳祝い祈願祭が執り行われた。

午前１０時ごろには、倉掛の７０代男性が喜寿

の歳の歳祝いに、続いて親子４人連れ＝写真＝が

厄除けに訪れ、山室晶史宮司によるお祓いを受け、

木札やお守りを授かった。

コい

ーき

ナい

ーき

倉掛自治連合会

防犯交通部長 山岡秀男

感 染

倉 掛 ほ っ と 情 報

思い出の作文朗読

■郷社厄除け祈願祭 1/30～1/31

ＳＦＴＳ
ウイルス

郷

社

で

初

の

門

松

作

り

倉
掛
少
年
団
入
退
団
式
が
つ
ど
え
～
る
で
２
月
21

日
、
団
員
ら
約
50
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

冒
頭
、
西
山
加
菜
育
成
会
長
が
１
年
間
の
お
礼
を

述
べ
記
念
品
を
贈
呈
。
６
年
生
が
思
い
出
の
作
文
を

朗
読
し
た
。
入
団
式
で
は
、
高
橋
宏
真
育
成
会
長
の

新
任
挨
拶
に
続
い
て
３
年
生
へ
団
帽
を
授
与
し
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
そ
の
後
、
婦
人
会
館
体
育

館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
＝
写
真
下
＝
を
楽
し
ん
だ
。

倉掛少年団
入 退 団 式

キ
ン
ボ
ー
ル
の
直
径
は
１
２
２
㎝

ラダーゲッターと呼ばれるスポーツ


